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序 文

多賀城市は、 奈良時代に陸奥国府が箇かれて以来、 約1,300年とい

う長く、 豊かな歴史に培われたまちです。 現在本市には、 いわゆる

「遺跡」と呼ばれる埋蔵文化財包蔵地が37ケ所確認されています。

そして、 その面積は約403万mz�こおよび、 これに特別史跡多賀城跡の

指定地の面積を加えると実に市の総面積の約 1/4 を占めることにな

ります。 このように数字だけを取り上げても本市にとって遺跡の存

在は大きな意味を持つわけで、 まして、 将来のまちづくりや文化の

向上発展を目指すうえで、 遺跡のはたす役割は決して軽いものでは

ないと思われます。

さて、 本市に所在する37ケ所の追跡の一つである西沢遺跡は、 多

賀城跡の東側に隣接するという重要な位置にあります。 現に、 これ

までに行われた3度の調査では、 国府多賀城と強い関連がうかがえ

る多くの遺構、 造物が発見されています。 今回の第4次調査におい

ても、 奈良•平安時代から中世をへて、 現代まで連綿と続く人々の

足跡が発見されました。 これらは国府の時代だけでなく、 実際はそ

の後も重要な地として存続した多賀城跡の歴史と軌をーにするもの

です。

本遣跡での調査は、 今後も継続して実施される予定です。 一度の

調査は小規模なものでも、 それらの調査成果 の積み重ねは本遺跡の

解明につながり、 ひいては多賀城市全体の歴史の解明にも結びつく

と期待されます。

最後に、 発掘調査の実施や本報告書の刊行にあたり、 多大なご協

力をいただきました多くの方々に対し厚くお礼申し上げます。

平成10年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長櫻 井 茂 男
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例 言

1. 本書は平成9 年度に国庫補助事業として実施した西沢遺跡第4次調査の成果をまとめたものである。

2. 遺構の名称は 第1次調査からの連番号である。

3. 本書中の遺構の分類記号は次のとおりである。

SB: 建物跡 SD: 溝跡 SK: 土壊 sx: その他

4. 方位の表示は座標北を示している。 また 、 本書挿図中水糸レベルは標高値を示している。

5. 土色は「新版標準土色帖J (小山・竹原： 1996)を参照した 。

6. 本書の執筆・編集は 、 石本敬、 鈴木孝行、 堀口和代が行った 。

7. 遺物整理及び実測図作成の作業においては 、 伊藤美恵子、 浦風志恵子、 鹿野智子、 須藤美智子、 陶山

喜美栄、 中村千恵子、 村上和恵、 渡邊奈緒の協力を得た 。

8. 調査、 整理に関する諸記録及び出土遺物は全て多賀城市教育委員会が保管している。

調 査 要 項

遺 跡 名 西沢遺跡（宮城県遣跡登録番号18017)

調 査 地 宮城県多賀城市市川字伊保石地内

調 査面積 約400m2

調 査期間 平成9 年7月14日,..,_,9月12日

調 査主体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

調 査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センター 所 長 木村忠雄

調 査 員 石本敬、 鈴木孝行、 堀口和代

調査協力者 佐藤丑之助、 佐藤信男
調査参加者 赤間かつ子、 赤井ひろ子、 阿部胞吉、 阿部敏子、 阿部美智子、 内海義男、 遠藤一代、 遠藤実、

長田栄太郎、 小野玉乃、 加藤正士、 日下正夫、 後藤しのぶ、 今野和子、 今野孝男、 桜井エイ

子、 佐々木欣哉、 菅原絹代、 菅原吉明、 鈴木寿二、 田中ミョ 、 田中裕子、 千葉享ー
、 早坂剛、

星忠次郎、 星秀雄、 松本喜一、 宮川ハルミ 、 山田吉之助、 渡辺幹子、 渡辺ゆき子



I 遺跡の立地と歴史的環境

西沢遣跡は、 特別史跡多賀城跡の東側に隣接し、 東西約450m、 南北約70 0mの範囲で低丘陵の南斜面に

占地する。 この丘陵は、 陸前丘陵のひとつである松島丘陵から派生し、 塩鼈市方面から西へ延び多賀城市

北部に達して終わる標高50"-'60mの低丘陵である。 本遺跡は、 この丘陵の南西端付近に立地し、 標高は丘

陵尾根部近くにあたる北側で約46m、 沖積地と接する南側で約6mを計る。 全体としては大小の沢状の地

形が入り込み、 起伏に富んだ景観を呈する。

次に本遺跡周辺に所在する追跡についてみると、 本遺跡の西側一帯には古代陸奥国の国府が置かれた多

賀城跡が所在する。 また、 東側には奈良•平安時代を中心とする遺物が散布する法性院遺跡と高原遺跡が

南北に並んで位置する。 多賀城跡については、 今回の調査区の西側約lOOmの位置で平安時代の外郭東辺に

あたる築地塀跡が南北方向に延びている。 さらに、 その西側には城内最大の規模をもつ大畑地区の官街地

域が広がっている。

一方、 本遺跡内でも今までに3度にわたる発掘調査を実施しており、 特に平成7年度に実施した第3次

調査は、 本調査区の東側の近接地で行っている。 この調査では、 平安時代の鍛冶工房跡を含む14棟の竪穴

住居跡を検出した。 また、 中世の井戸跡、 溝跡、 多数の柱穴等の遺構も発見している。 出土遺物は縄文時

代、 奈良•平安時代、 中世の各時代にまたがり、 中でも平安時代では羽口 、 鉄滓、 鍛造剥片等の鍛冶関連

の遺物や、 灰釉・緑釉陶器、 硯、 石帯といった隣接する多賀城跡との関連をうかがわせるような遺物が出

土している。

このほか、 周辺の歴史的喋境を考える上で重要なものとして、 本遺跡の北端付近に位置する陸奥国総社

の後身かと考えられる奏社宮、 さらにこの東約2.5kmに位置する奥州一 の宮塩砲神社があげられる。 旧塩鼈

街道は、 城内を南西から北東に斜めに貫通し、 東門跡の脇を通って奏社宮、 塩鼈神社へと続いており、 古

代にもこういった尾根を通る道があったと考えられる。

II 調査に至る経緯

多賀城市では、 国の特別史跡である多賀城跡において、 史跡の適正な保存と活用を固るため昭和38年か

ら指定地内にある民有地の公有化を推進している。 そして、 公有化した土地については、 広く市民が歴史

的環境を体験し、 学び、 憩うことのできる造跡博物館的空間としての活用を目標に、 歴史公園化の整備を

行ってきている。 しかし、 この実現のために避けて通れない課題の一 つに、
一 部地域住民の家屋の移転と

いう問題があげられる。 特別史跡は文化財としての歴史だけを抱えているのではなく 、 そこには多くの住

民が生活を営んでおり、 市民生活としての時間の積み重ねも同時に存在していることを考慮しなければな

らない。 したがって、 地域住民の理解を促進し、 住民生活との調和のとれた整備を行っていくことが不可

欠であるといえる。

さて、 今回の調査の契機は多賀城市市川字伊保石地内の西沢遺跡の包蔵地内で個人住宅建築の意向が地

権者より示されたことによる。 この開発は早急に実施されるという性格のものではなく 、 特別史跡内に自

宅を所有する地権者が前述したような史跡の公有化事業を念頭に入れ、 将来の移転先として指定地外にあ

る当該地を利用したいというものである。 これについて当市教育委員会文化財課では、 地権者の意向を何

より尊重し、 さらに発掘調査の実施を視野に入れて、 埋蔵文化財調査センターを交えて協議、 検討を行っ
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た。 その結果、 多賀城跡に隣接しその関連遺構がこれまでに発見されているという当地域の重要性から、

調査は多賀城跡周辺地域の遺跡内で発生する小規模開発に対応するために設けている国庫補助事業の一環

として行うこと。 また、 対象面積の広さや現在畑として利用されている当該地の作付けの状況等を考慮し

て、 複数年度に分けて発掘調査を実施することとした 。 これを受けて当センタ ーでは、 その1年目の調査

として平成9年7月14日から2ヶ月の調査期間の予定で発掘調査を実施したものである。

調査年次 潤 査 地 区 発 見 遺 構 年 代 原 因

第1次調査 市/II字伊保石地内 堅穴住居跡、 掘立柱廷物跡、 溝跡、 土填 奈良• 平安 確認調査

（平成2年度） 中 世

第2次調査 浮品字i!!i沢地内 緊穴住居勝、 翅立柱建物跡、 往穴列、 清跡、 土填 平安時代 宅地造成
（平成6年度） 中 世

第3次躙査 市川字奏社・伊保石地内 堅穴住居跡、 鍛冶炉、 石組み炉、 柱穴、 溝跡、 土塙、 井戸蹄 平安時代 道路建骰

（平成7年度） 中 世

第1図 調査区位置図
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III 調査方法と経過

今回の調査の対象地は、 多賀城跡の東端を区画する築地塀跡が立地する台地状の高まりが、 東側に落ち

きった付近に位置する。 この場所は、 地形図上では南東側に傾斜する沢状の地形の底面付近にあたる。 し

かし、 東側一帯については多少の起伏はあるものの緩や かな斜面が広がり、 反対側である多賀城跡側ほど

当該地との高低差は感じられない。 したがって、 本調査区の立地を一 つの地形的なまとまりとしてみれば、

南側でせばまる扇形の平坦な斜面の西端付近に位置するといえる。

調査にあたっては、 地権者の意向を受け対象地の西側に生活道路をはさんだ北と南の2ケ所に調査区を

設定した。 そして、 便宜的に北側をA 区、 南側をB 区とした。 また、 A 区の南端に実測図作成等のための

原点(X= -188, 040m、 Y=l4,289m) を設定し、 これを通る南北方向の直線を南北基準線、 それと直交す

る東西方向の直線を東西基準線とした。 さらに、 原点を0 として調査区内に3 m の方眼を組み、 南北方向

は原点から北をN、 南をS として原点からIm離れるごとにNl 、 NZ 、 N3 … 、 S 1 、 S 2 、 S 3 ・・・と

表した。 東西方向は原点から東をE 、 西をWとして同様に表した。

調査は、 平成 9年7月14日から開始し、 最初に重機による表土除去を行う。 表土の厚さは、 A区北側で

約 5cm、 標高が約5.4m下がったB 区南側で約30cm を計る。
一 部の場所を除き表土の下が基本層位の第III 層

とした土層で、 その上面が遣構確認面である。 第rn 層は、 A区の東半部とB区の全域で確認でき、
一 方A

区の北西部では表土の下が直接岩盤となっている。 また、 A 区の南西部では基本層位の第IV 層と第V層の

堆積が認められ、 これらは調査区東側に向かって徐々に落ち込み、 第III 層の下に入り込んでいく様相をみ

せる。 以上のような土層の堆積状況は、 表土除去後に排水及び土層確認のために調査区の壁沿いに設けた

側溝を掘り込んだ段階で確認した。 17日からは、 両区でほぼ並行して遺構検出作業を実施した。 その結果、

両区とも調査区東側で南北方向に延びる比較的規模の大きな溝跡の重複が確認できた。 これらの溝跡は、

東端が調査区外にかかるため全体の規模等は把握できなかった。 これ以外の検出造構では、 A区北西部で

南北方向に規則的に配列された柱穴 列と、 B 区北側で小柱穴 のまとまりを確認した。 それぞれ、 その広が

りをみるために調査区の拡張を行った。 前者については、 南東側が後世の削平のため不明であったが、 南

北列のほか北側でこれと直交する東西列を確認したことから掘立柱建物跡であると判断した(S B398 建物

跡） 。 後者については、 同一 位置で何 度か建物等の建て替えが行われたとみられるが、 建物跡として組み合

ったものは1 棟であった(S B399 建物跡） 。 また、 S B398 建物跡は岩盤上、 S B399 建物跡は第m 層上面で

の確認であり、 双方の柱穴 の形態や 規模も異なることから前者はおおよそ奈良•平安時代、 後者は中世に

属すると推測された。 検出した各遺構は、 24 日から掘り込み調査を行い、 その都度写真撮影、 実測固作成

等の一連の作業を繰り返した。 まず、 B 区における一番新しい時期の溝跡であるSD387溝跡は、 その出土

遺物から近・現代のものと判明した。 次いで、 これによって壊されるSD388溝跡については、 2 時期の変

遷のある中世の溝跡であることを確認した。 A区検出の各溝跡も、 新しい時期のものから順次掘り込み調

査を行い、 SD382,.....,384溝跡は出土遺物等から中世に属すると考えられた。 これらの結果から、 第m 層上

面から掘り込まれている遣構は、 全て中世以降のものであるという見解が得られた。 中世の溝跡の調査に

ついては8月22 日でほぼ終了し、 引き続きB 区においては北側で検出したS B399 建物跡の各柱穴 の断ち割

り等の調査と、 調査区中央付近で検出した方形の土壊 (SK394,.....,397 土壊）の調査を行った。 A 区では、 S

B398 建物跡の詳細な調査を行い、 同位置で建て替えがあったことを確認した。 これと並行して調査区東半
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部に堆積している第Ill層を除去したところ 、 新たに 2 条の溝跡(S D385·386溝跡）を検出した 。 これらは、

出土遺物等から平安時代の遺構と判断された 。 以上のことから、 今回の調査区の東側一 帯には古代から近・

現代にかけて沢状の旧地形を利用してつくられた と考えられる多くの溝跡が重複することが判明した。 そ

の後、 検出遺構の調査をほぼ終了した 9 月4日からは、 B区の南壁沿いにサプトレンチを設け土層の堆積

状況を観察した。 この付近では第III層は厚く堆稜しており、 上面から約70cm下の第III層下層で奈良時代の

遺物が数個体まとまって出土した 。 したがって、 B区における奈良• 平安時代の地形は南側に向かって現

状よりも急な傾斜で落ち込み、 その後に堆積土が厚くたまっていると考えられた 。 本来なら堆積土を除去

し古代の遺構の検出作業を行うところであるが、 そうした場合中世の遺構を全て壊すことになることや、

調査終了後はB区付近は将来の住宅建設に向けて厚く盛土を行うという地権者の意向があることから、 今

回は上面の遺構までの調査にとどめることにした 。 調査は、 続いて最終的な写真撮影、 回面作成等を行い、

また遺構等の埋め戻し作業を行い9月12日をもって終了した。

IV 調 査 成 果

1 層 序

本調査区は、 北西から南東にかけて落ちる斜面上に立地している。 A区北西部では、 表土の下が岩盤に

なっており堆稜層が認められず、 後世の削平を受けたものと考えられる。 以下各層について記述する。

第 I 層 現在の表土である。

第 II 層 A 区南東隅のみに分布する、 にぷい黄褐色(lOYR4/3) シルトである。 第 I 層直下で認められ

た自然堆積層で、 厚さは約10cmである。

第1II層 A区 ・ B区共通に堆積しており、 にぶい黄褐色砂質シルトを主体とした堆積層である。 A区

では東半部で確認しており、 S D385·386溝跡の最上層にも堆積している。 B 区ではほぼ全

域で確認した 。 第IV層を削って堆積しており、 沢或いは大溝の埋土の可能性も考えられる。

第IV層 A 区 ·B 区共通の自然堆栢層で、 黒褐色シルトを主体としている。 追物は含まない。 厚さは

約15-35cmである。

第V 層 A 区南西部で確認された 、 黒色 (lOYRl/2) シルトである。 地山の上に堆積し、 地山粒を若干

含む。 遺物は全く含まない。 厚さは約20cmである。 なお、 東側に向かうにしたがって第IV層、

第V 層の境が不明瞭となる。

w E
 

w E
 

A区 B区

第2図 層序模式図
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2 発見した遺構と遺物

今回の調査で発見した迫構は、 掘立柱建物跡2棟、 溝跡8条、 土塙5基、 性格不明遺構1基である。 以

下、 地区ごとに説明する。
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A区

(1) 掘立柱建物跡

S 8398建物跡

A区北西部の地山及び岩盤上で検出した掘立柱建物跡である。 南東側で後世の掘削が著しいため、 北側

柱列2間分と西側柱列3間分のみの確認で、 全体の正確な規模等は不明である。 しかし、 現地形の傾斜や

確認した柱穴の底面の深さから推測すると、 東側と南側にさらに延長するとは考えにくい。 したがって、

東西2間、 南北3間の南北棟建物跡である可能性が高い。 この場合、 S K391土堀と重複することになるが、

直接の切り合 い関係は確認できなかった。 残存するすべての柱穴 で2時期の変遷(A→B期）が認められた

ことから、 同一位置で建て替えが行われたと考えられる。 このうちA期については、 後続するB期の各柱

，
 AT

 

Cl) —Nl5 
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第5図 S 8398建物跡実測図
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穴に よって大 部分が壊されているため詳細は不明である。 その ため、 ここでは主に B期に ついて述べ るこ

とに する。 まずB期の 各柱穴 は、 その すべ てで柱痕 跡が確認できた。 これをもとに 方向を見 ると、 西側柱

列では北で8 度西に偏し ている。 北側柱列でもほぼ同 様の 傾きである。 柱間は、 西側柱列で北から 1. 66m、

1 . 5 9m、 l .61m であり 、 北側柱列で西から 1. 72m、 2 . 14m である。 柱穴掘り 方の 平面形は、 不 整形で一 定

ではな いが、 方形に 近いもの が多 い。 規模は、 上部の削 平が著し い西側柱列南端の 柱穴 を除き、 一辺30----48

cm である。 柱は、 柱痕 跡で見ると径14cm 前後の円形で ある。 また、 掘り 方の埋土 は各柱穴と も単層 である

が、 北西隅 柱穴の み木炭等の混入 物を含む。 な お、 A期に ついてみると、 残存状態の比較的良好な 北側柱

列の 柱穴に おいて、 柱の抜 き 取 り が 行われた可能性を示 す痕 跡が認めら れる 。 遺物は、 北西 部付近の 柱穴

掘り 方から土師器杯 （ 第 6 図1) ・甕、 須恵器甕、 丸瓦 が出土 し ている。 この うち、 土師器杯 に ついては底

部が残存し ている個体 が3点 出土 し ており 、 いず れも 回転糸切

り に よって切 り 離し、 再 調 整 をもたな いもの である。 な お、 北

西隅 柱穴 では柱痕 跡を囲む ように瓦等の比較的大きな 遣物片 が

配 置されており 、 柱を建てる際にその補強 等の 目 的で意図的に

用いら れたとも考えら れる。
゜ 10cm 

:
号l±�@ f.liI 器杯種 に:掘方位 1ロクロナ:. al:l!iil!II; し:切り

単位 ： cm

へ：ミ：キ .".:�理|『:|門I��I図
!-�門口：部油煙付着 考 「りf戸

第 6 図 S 8398建物跡出土遺物

(2) 溝 跡

S D 381溝 跡

調査区 東部の 第III層上 面で発見 し た東西に 直線的に 延びる溝跡である。 S D 383• 385溝跡と重複し、 こ

れら より新し い。 東端は調査 区外へ延びており 、 確認し た長さは約3.5m である。 上幅 は 0 .7,..._, 0 . 9m、 下幅

0. 3,..._,o . 4m 、 深さ約 0.28mの 規模である。 断面形は半月 状である。 埋土 は上層 で細かく 分けら れ、 その 状

況 から 自然 堆積 と思 われる。 遺物は上層 から 土師器、 須恵器 が出土し ている。

S D 382溝 跡

調査区北東隅の 第III層 上 面で発見 し た南北に 延びる溝跡である。 S D 383溝跡と重複し これより 新し い。

両端は調査 区外に 延びており 、 確認し た長さは約 2 m である。 上幅 は 0. 9,..._,1 . 1m、 下幅 は 0.4,..._, 0.7m、 深

さ0. 18mである。 断面形は半月状で、 埋土 は黒褐色シル ト を主体 とし ている。 遺物は土師器、 須恵器、 赤

焼 き土器 が出土 し ている。

S D 383溝 跡

調査区 東端の 第m層上 面で発見 し た南北に 延びる溝跡である。 西側部分し か確認できず全容 は不明であ

る。 S D 381 · 382 · 384 · 385溝跡と重複し 、 S D 384• 385溝跡より も新し く、 S D 381· 382溝跡より 古 い。

2 時期の 変遷 (A→ B期） が認めら れる。

A期… 規模は、 上幅2 . lm 以上、 下幅1 .8m 以上である。 深さ•断面形はB期と重複するため不明である。

埋 土は暗褐色シル ト を主体 とし ている。 遺物は土師器、 須恵器、 赤焼 き土器、 灰釉陶器 が出土 し ている。

B 期… 規模は、 上幅 1.5m 以上、 下幅 1.om 以上、 深さ 0. 98m である。 断面形は半月 状である。 埋土 は上層

に酸 化鉄斑、 最下層に石 を多量に 含 んでいる。 遺物は青磁碗 （龍泉窯系 ） （ 第 8 図7•8) 、 白磁、 かわら け

（ 第 8 固1 ) 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き土器、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 砥石 （ 第 8 固11) 、 瓦 （ 第 8 固 9) 、 鉄
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釘 （ 第 8 図10) が出土 している。

S D384溝 跡

調査区南 東隅 の第III 層上面 で発見 した南 北に 延びる溝跡である。 西側部分し か確認 できず全容 は不明で

ある。 SD383溝跡、 SK392土壊 と重 複し、 いず れのも のより も 古い。 規模 は、 上幅1 . 4m 以上、 下幅0 . 5

m以 上、 深 さ0 . 4m である。 断面形は半月状で、 埋土 は最下 層に石 を多麓 に含 んでいる。 遺物は土師器、 須

恵器、 赤焼 き土器、 緑釉陶器 が出土 している。

S D385溝 跡

調査区東部の第IV 層上面 で発見 し た東に や や彎曲 した溝跡である。 SD381 · 383溝跡と重 複し、 いず れ

のも のより も 古い。 規模 は、 確認 できた箇 所で上幅l . 8,.....,2.6m、 下幅0 . 4m以 上、 深 さ0.84m である。 断面

形は半月状で、 底面に凹凸 がみら れる。 埋土 は上 層で細分でき、 そのう ち の一 層に は、 灰白色火 山灰 が斑

状に若干含 ま れる。 下層では石 や 地山粒 が多 く 含 ま れる。 遺物は土師器杯 ・甕、 須恵器杯 （ 第 8 図 2) ・甕、

赤焼 き土器 が出土 し ている。

S D386溝 跡

調査区南 部の第IV 層上面 で発見 した南 北に 延びる溝跡である。 南 側は調査区外に 延びてお り 、 確認した

長さは13m である。 方向は北で約 8 度 西に偏 している。 規模 は、 上幅0 . 7,.....,1.0m、 下幅0.2,.....,0.4m、 深 さ

0.39m である。 断面形は半月 状で、 埋土 は最下 層に礫 を含 んでいる。 遺物は土師器杯 （ 第 8 園 3 ,....., 6 ) ・甕、

須恵器杯 ・ 甕•瓶、 転用硯 が出土 し ている。

S D383遺跡 S 0384溝跡
i-26. 400m 

S D385溝跡
1-27. 700m 

S 0386溝跡
← 26.800m 

，
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番号 種 類 器 種 遺 構 外 面 園 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 図版滸号 備 考 登録番号
かわ らIt S 0383 B期 ロ ク ロ ナ デ、 底部回転糸切り ロク ロ ナデ 8.8 5.0 2.2 7- 1 R6 
須恵器 杯 S 0385 ロ ク ロ ナ デ、 底部回転糸切り ロ ク ロ ナデ 15.0 6.6 4.8 6- 2 R4 

3 土師器 杯 S D386 ロ ク ロナデ ヘラ ミ ガキ • 黒色処理 15.0 6 6 4.9 6-3 底部不明瞭 RS 
4 土師器 ＂ S 0386 ロ ク ロ ナ デ、 底部回転糸切り ヘラ ミ ガキ ・ 晶色処理 12.4 7.0 4.0 6·4 底部不明椋 RS 
5 土師器 杯 S D386 

ヘ
ロ ク

ラケ
ロ ナ

ズ
デ
リ

、 経部回転糸切り後手持 ヘラ ミ ガ キ · I.II色処理 14.4 6.4 4 .1 内面に付精物 R7 

6 土師器 杯 S 0386 ロ ク ロ ナ デ、 底部等手持ヘラケズリ ヘ ラ ミ ガ キ ・ 絹色処理 11.9 5. 1 4.9 6- 5 墨0「浄」 R9 
胃磁 碗 S0383 B期 7-5 内面劃花文（鷹泉窯系） R35 
冑磁 碗 S 0383 B期 7-5 内面劃花文（鷹泉窯系） R36 
丸瓦 SD路3 B期I図版7-6/刻印「占」/R841 10 I鉄釘 I S 0383 B期／長さ12.5/図版7-9/ RS I 11 I砥石 I S D胡3 B期/ R90 

皐 位 ： 0

第 8 図 A 区溝跡出土遺物

(3) 土 濃

S K391土 壊

調査区中 央部 や や北 より の 地山 上面 で発見 し た ほぼ円形の土塙 である。 他の 遺構との重 複はない。 規模

は径l . 5.....,l .6 m、 深さo . n mである。 埋 土はレンズ状 に堆積してお り 、 自然 堆積と思 われ る。 遣物は土師

器須恵器砥石 （ 第 9 図） が出土 し ている。

S K 392土 壊

調査区南 東隅の 第III 層上面 で発見 した隅

丸 方形の 土塙 である。 S D384溝跡と重 複し

これ より新し い。 規模 は長軸2. 3 m、短軸2. 2

m、 深さ0 .36 mである。 埋 土は上 層に酸 化

鉄斑を、 下層に地山プロ ッ ク を微誠 に含 ん

でいる。 遺物は土師器、 須恵器、 緑釉陶器、

灰釉陶器 が出 土し ている。
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(1) 掘立柱建物跡

S 8399建物跡

調査区北端部で発見 した東西 2 間、 南北 2 間 ま で検出 した建物跡であ る 。 柱穴はすべて第l1I層上面で 8

カ所発見 して お り 、 こ の う ち 6 カ 所で柱痕跡を確認 し て い る。 規模は南側柱列で確認で き た長 さ で4 .79m、

柱間は東 よ り 2 . 56m、 2 . 23mで、 東側柱列 は確認でき た 長 さ で3 . 46ID、 柱間は北 よ り 1.'llm、 1 . 75mであ

る 。 柱穴は直径0 . 15----0 . 30m の ほ ぽ円形で、 深さ は0 . 15----0 . 45m残存 し て い る 。 柱痕跡は径 8 ----10cmの 円

形であ る 。 遺物は土師器が出土 し て い る。
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第11図 S 8399建物跡実測図

(2) 溝 跡

S D387溝跡

調査区東端 で発見した南 北方向の溝跡である。 第IJI層 上面で発見した。 S D 388·389溝跡、 S K395土 壊

と重複関係 があり 、 これら より も 新し い。 規模は、 上幅2 . 0m以 上、 下幅0 . 70m、 深さ1 .03m である。 断面

形は半月 状で、 埋土 中には礫 を多 く 含む。 遺物は近••現代陶器、 かわら け （ 第13図 1 ) 、 白磁 （写真図版 7

- 5) 、 中世陶器、 灰釉陶器、 赤焼 き土器、 土師器、 須恵器、 砥石 （ 第13図 4 ) が出土 している。

S D388溝跡

調査区南 東部の第III層 上面 で発見した 東に礎曲 する溝跡である 。 約10m にわた って検 出 し た。 S D387溝

跡と重複関係 があり 、 これより も 古 い。 ほぼ同位置 で2 時期の変遷 (A→ B期） を確認している 。

A期•上幅1 . 0,.....,1. 6m、 下幅0 . 6,.....,1.0m、 深さ0 . 7m の規模をも ち、 断面形はU字形である 。 埋土 は確認で

きた最 上層 （ 断面図 7 · 8 層）では、 地山プロ ッ ク を多 く含ん でおり 人為的に埋 めら れている ことが確認で

きた。 その下層 については黒褐色 の粘質土、 最下層 が礫 を多 く 含む灰黄褐色 の砂 となっている。 遺物は、無釉

陶器甕、青磁碗（越 州窯系）（写真図版 7 - 5 ) 、土師器、須恵器、赤焼 き土器、砥石（ 第13図 5 入 瓦 が出土 している。

B期… 上幅l.6,.....,2.5m、 下幅0 . 7m、 深さ0 . 7m の規模をも ち、 断面形は半月状である。 埋土 は炭化 物を含

む黒褐色粘質土 が主体 をなす。 溝の中心はA期より 少 し 西に寄る。 遺物は無釉陶器甕、 かわら け （ 第13図

2 ) 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き土器、 瓦、 古銭 （ 北宋銭） （ 第13図 6 ,....., 9 ) 、鉄釘（ 第13 固3 ) が出土 し ている。
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S D387溝跡

S E 388溝跡

f-23.600m 

土磨観察表
ぬ 土 色 土 性 偏 考
1 にぷい黄褐色(IOY R4/3) シル ト
2 暗褐色(IOY R3/3) シルト にぶい黄褐色粘土質ジ ル ト を含む
3 暗褐色OOY R3/3) ンル ト
4 灰黄褐色(IOY R4/2) シル ト し ま り は弱い
5 黒褐色(IOY R3/2) シル ト やや砂
6 灰黄褐色{IO,Y R4/2) シルト やや砂質
7 暗褐色(IOY R312) 砂質シルト 大形の石を多黛に含む
8 オ リ ープ屈色OOY3/l) 砂質シルト 大形の石を多黛に含む

土II//観察表

゜ 2.m 

No 土 色 土 性 絹 考 時期
I 焦褐色(JOY R2/2) シ ル ト 炭化物多い B期

2 暗褐色(lOY R3/3) シルト 炭化物、 マ ン ガ ン粒を含む B期
3 褐色(lOY R 4/4) シ ル ト マ ンガン粒、 岩石粒を含む B期
4 黒褐色(JOY R2/3) シルト B期
5 . 黒褐色(JOY R3/2) シルト B期
6 灰黄褐色(IOY R4/2) シル ト A期
7 にぶい黄褐色(IOY R4/3) シ ル ト マンガン拉を多く含む A期
8 黒褐色(JOY R3/l) 粘土＂シルト A期
9 黒褐色(lOY R3/l) 粘土質シルト 砂粒を含む A期
10 屈褐色(lOY R3/ll 粘土質シルト 砂粒を含む A期
II 灰黄褐色(IOY R4/2) 砂 礫を多く含む A期

第12図 S 0387· 388溝跡断面図
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言� S 0388 B期 I 固版7-7 / 型宋元宝 / R4 

内 面 調 整
ロ ク ロ ナ デ

口径 I 庭径 I 器高 I図版番号 備 考
11 .2 6.8 3.8 7- 2 

,;,:, グ詞: I I: こ且［出生�88ば""
第13図 S 0387 · 388溝跡出土遺物

単位：cm
登録番号＇
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(3) 土 壌

S K393土塙

調査区中央 部の第III 層上面で発見 した不 整楕円形の土 壊 である。 他 の遺構との重複 はない。 規模は長軸

0 .  75m、 短軸0 . 5Qm、 深さ0 . 22m を計る。 埋土 は黒褐色 シ ル ト である。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 赤焼 き土器

の小破片 が出土 している。

S K396土壌

調査区中央 部やや 南よりの第III 層上面 で発見 した隅丸長方形の土塙 である。 他 の遺構との重複 はない。

規模は長軸2 . 90m、 短軸0 . 70m、 深さ 0 .22mを計 る。 埋土は暗褐色 シル ト で 第III屈 のプロ ッ ク を 多 く 含む

ことから人為 的に埋 められた ものと考えられる。 遺物は土師器、 須恵器 の小破片 が出土 している。

S K397土 壊

調査区中央 部やや 南よりの第m 層上面 で発見 した隅丸長方形の土 壊 である。 他 の遺構との重複 関係はな

い。 規模は長軸2 .20m、 短軸0.90m、 深さ0 . 26m を計 る。 埋土 は暗褐色シル ト で第III 層のプロ ッ ク を多 く

含 み、 SK396土 壊 の隠 と近似 することから人為 的に埋 められた ものと考えられる。 遺物は土師器、 須恵器、

赤焼 き土器 が出土 している。

Cl) m, 土壌 E02

I 

S K397土環 3
 

〇.
—

E
 

，
 A
ー—

ーS31

ーS34

.

—
 

’
 

ー
し

B

← 24.200m 
’

 
A
T

 

B 
1-23.SOOm 

，
 B

T
 

゜ Z m  

土層観察表

下 土 色
S K396土壕

; 1:::: ば�:!�::

土 性 煽 考
ぬl 土 色
S K397土壕
I I暗褐色(JOY R3/4) 

土 性 価 考

シル ト

シ ル ト

シル ト 基本層第ID層の土をプ ロ ッ ク状に含む
基本層第m層の土をプロッ ク状に含む

第14図 S K396 • 397土凛実測図
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(4) その他の遺構

S X 400 

調査区北部の第Ill層上面で発見 した遣構で S K394 · 395土壊、 SD401溝跡からなる。 SD387溝跡 と 重

複し 、 これより も古い。 S K394·395土塙、 S D401溝跡の埋土第 2 層がそれぞれ同一層でつながることか

ら、 こ れらの遺構が一連の遺構である と 判断 し た 。 なお、 S D401溝跡は埋土第 1 層が基本層位第Ill層 と 近

似し 、 S K394 · 395土壊 と 切 り 合 っ ている状況で検出している こ と や、 第 2 層が S K394 · 395土堀の第 2

層 と 同一層であるこ と な どからトンネル状の遺構が陥没したもの と 判断した。 以下各遺構 ご と 説明する。

S K394土壊

平面形が隅丸長方形の土壊である。 規模は長軸2 . 80m、 短軸1.oom、 深さ0 . 22m を計る。 埋土は第 1 層

がにぶい黄褐色シルトで第Ill層のプロ ッ ク を多 く 含み、 人為的に埋められたものと 考えられる。 第 2 層は

暗褐色シルトで S D401溝跡の第 2 層 と 同一層である。 土塙の底面はほぽ中央が窪んでおり、 東西に細長い

溝になっている。 遺物は第 1 層からかわらけ 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器が出土している。

S K395土塙

平面形が隅丸長方形の土堀である。 S D387溝跡 と 重複がありこれよりも古い。 規模は長軸1 .50m以上、

短軸1 .oom、 深さ0. 21m を計る。 埋土は第 1 層がにぶい黄褐色シルトで第Ill層プロ ッ ク を多 く 含み、 人為

的に埋められたもの と 考 え られる。 第 2 層は褐色シルトである。 底面には S K394土塙と 同様にほぼ中央が

窪んで東西に細長い溝があり、 その溝の両脇には直径約15----20cmの石が配されている。 遺物は第 1 層から

土師器、 須恵器、 赤焼き 土器が出土している。

A
 

EWOO 3
 •• 

,
＇

 

゜E
 

S K394土塙 S K395土塙

ー S24

＇
 AT

 B B' 
f-24.500m → 

麟
這観 察表

言；は:��iY RS/4) I �:� 土 性

第15図 S X400実測図
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S D 4 01溝跡

S K 394土塙 とS K 395土壊 の間にある溝跡である。本溝跡の第 1 層とS K 394 · 39 5土壊の第 1 層と に重複

関係 が認めら れ、 本溝跡の第 1 層のほうが古 い。 そし て、 本溝跡の第 2 層とそれ ぞれ の土壊 の第 2 層とは

切り合 いは認めら れ ない。 規模は、 上幅 0. 21m、 下幅0. 12m、 深 さ0. 16mを計 る。 埋土 は第 1 層が第III 層

と 近似 した土 で第 2 層は褐色 のシル ト である。 遺物は出土 し ていない。

遺構外の出土遺物

遺構外から 出土 した 遺物のうち、 出土益 の多 さが顕 著なも のは基本層位の第 I 層と第III 層出土 の遺物で

ある。 前者については破片資料 が大部分で、 内容も 奈良•平安 時代から 、 中世、 近 ・ 現代にかけての多種

多 様の遺物が混在 し ている。 後者については、 B 区南端 部のごく狭 い範囲で掘り下 げた 第III 層下層から 全

体の器形が推 定できる土師器 と須恵器 が比較 的まとまって出土 し ている。 両者とも 今回の出土遺物だけを

見た限 りでは、 すべ て奈良 時代の特徴 をも つも のである。 特に須恵器 の杯 は、 底部の切り離し技法 が静止

糸 切りのも のが、 4 点の底部資料 のうち3 点を占 める。 なお、 第III 層下層はB 区の南端 付近 のみの堆積と考え

ら れ、 第m 層の掘り下 げを行なっ た A区 においては、 赤焼 き土器 を含む 平安 時代の逍 物が出土 し ている。

こ 1

ニ ー-―

o +  

亡＝＝一

nv
t
 

1qcm 

4
 

5
 

こニニ〕
7
 

8 

番号 種 類 器 櫨 地区層位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器瓦 図版番号 儲 考 登録番号

I 赤焼き土器 皿 A区 ［ 屈 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 6.1 7- 4 柱状高台 Rl8 

2 土師器 杯 A区U屈 ロ ク ロ ナ デ、 底部回転糸切り ヘ ラ ミ ガ キ ・ 贔色処理 6- 6 Rl3 

土師器 杯 B区III層下層 ヘラ ミ ガキ • 黒色処理 ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理 14 7 8.4 4.3 6- 7  底面切離し不明 Rl4 

4 須恵器 杯 B区Ill層下層 ロ ク ロ ナ
ズ

デ
リ

、 底部静止糸切 り後回転 ロ ク ロ ナデ 18 8 11.8 5.2 6-8 内面に付着物 Rl5 
ヘラ ケ

須恵器 高台付杯 B区Ill層下層 ロ ク ロ ナ デ、 底部静止糸切り ロ ク ロ ナデ 10.7 Rl6 

鉄製紡錘車 B区U1層 I 図版7-8 / R7 I 7 I丸瓦 IA区 I 屈 ／ 図版7-6 I 刻印「占」 / R87 I 8 I平瓦 IA区 （ 陪 I 図版7-6 / 刻印「丸」 / R86 

単位 ： cm

第16図 遺構外出土遺物
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V ま と め

今回の調査では、 2 つの調査区とも掘立柱建物跡、 溝跡、 土壊等が発見されているが、 調査範囲の制限

や後世の削平のため全容を知 り 得る遣構は非常に少ない。 ま た、 遣物に ついても比較的出土益の多い遺構

でも、 そのほとんどが前時代の混入品であることが多 く 、 遺構の時期を特定で き る手掛か り となる遺物の

出土は ごくわずかである。 したがって、 各遺構の具体的な性格や時期等を考察する までに は至れないこと

から、 ここでは今回の調査 に よ っ て知 り 得る範囲で、 主 に その年代を中心に説明することにする。

ま ず、 各遺構の重複関係や基本層位からみた大 ま かな新旧関係は下表のとお り である。

A

区 S
D:

S

::9�385 - � - s 0384 一→ ： �::: 一 S 0382
1 

B
区

�
ー→ ! !!!!- S 0387 

基本層位第Ill層よ り 新しい遺構のうち 、 B区のSD387溝跡は出土遺物から近・現代のものであることが

明らかになっている。 次 に 、 A区のSD383溝跡、 B区のS D388溝跡、 SX400からは、 白磁、 青磁、 無釉

陶器、 かわらけ、 古銭 （北宋銭） 等の中世の遺物が出土していることから、 この時代の遺構であると考え

られる。 ま た、 B 区のS B399建物跡も柱穴の形態や規模が、 市内の他の遺跡で発見されている中世の建物

跡のそれと同様であることから中世に属すると考えられる。 これら以外のSD382·384溝跡、 S K392•396· 

397土壊も、 出土遣物等に不明な点が多いが配置状況や他の遺構との関連から中世という大 き な時代範囲の

中 には入れられると思われる。 なお、 A区のSD383溝跡からは青磁の劃花文碗 （龍泉窯系） の小破片が 2
(1) 

点出土している。 遺物自体は12世紀中頃から出現するものである。 これのみから遺構の具体的年代を特定

するに は無理があるが、 その上限年代を推定するうえでは参考になると考えられる。

次に 、 基本層位第III層に覆われるA区検出の 2 条の溝跡をみると、 SD385溝跡からは土師器と須恵器に

混 じ っ て破片のため器種は不明なものの赤焼 き 土器が出土している。 このことから、 本溝跡出土の土器を
(2) 

多賀城跡出土土器の分類に照らし合わせるとE · F群土器に相当する。 さらに 、 埋土の上層に10世紀前半

頃に降下したとされる灰白色火山灰が含 ま れることから、 本溝跡出土土器は E群土器に相当し、 年代は10

世紀前半頃と考えられる。 一方、 SD386溝跡では土師器と須恵器がほぼ同程度出土しており 、 ま た明確に

赤焼き 土器といえるものは出土していない。 杯類の底部は土師器でみると、 回転糸切 り 無調整のものと回

転糸切り 後手持ちヘラ 削 り 調整を底部周縁から体部下端にかけて施したものがある。 出土量は後者が多い。

こ れらの特徴は前述の分類では C • D群土器にみられるものである。 いずれに相当するかは、 C群土器に

みられる回転ヘラ 削 り に よ る再調整が本溝跡出土土器では確認でき ないという点からD群土器に相当する

かとも考えられたが、 個体数がそろっ ていないためこのことから特定するのはむずかしいと判断し た。 し

たがって、 年代は両群のそれを合わせた 9 世紀代とみておきたい。 このほか、 SB388建物跡については、

基本層位との新旧関係は不明なものの、 柱穴の形態等から古代の遺構とみなした。 遺物は底部が回転糸切

り 無調整の土師器の杯が出土している。 しかし 、 特徴的な遺物がこれ1 点だけのため建物の年代はおおよ

そ 9 世紀以降とだけしておきたい。

(1) 山本信夫 「中世前期の貿易陶磁器」 『概説 中世の土器 ・ 陶磁器J 中世土器研究会編 1995
(2) 白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 『研究紀要VJIJ 1980 

17 



SB398建物跡 ・ SK391土壊
確認状況 （南よ り ）

A 区 S0383溝跡 （北よ り ）

図版 l



A 区 SK392土塙 （西よ り ）

A 区 SK39I土壌 （西よ り ）

A 区 SB398建物跡 （南よ り ）

図版2



S0385溝跡 （北よ り ）

全景 （南よ り ）

A 区 調査風景 （東よ り ）

図版 3



B 区 遺構確認状況 （北よ り ）

ー_...�

B 区 全景 （北 よ り ）

B 区 SX400 (束よ り ）

図版4



SD388溝跡 （北東よ り ）

SD388溝跡 （南よ り ）

B 区 第w層下層
遺物出土状況 （南よ り ）

図版5



ー 2
 

� 

士讐Ii

3
 

4
 

5
 

出土遺物
1 土師器 杯 （第 6 図 1 )
2 須恵器 杯 （第 8 図 2 )
3 土師器 杯 （第 8 図 3 )
4 土師器 杯 （第 8 図 4 )

6
 

7
 

8
 

5 土師器 杯 （第 8 図 6 )
6 土師器 杯 （第16図 2 )
7 土師器 杯 （第16図 3 )
8 須恵器 杯 （第16図 4 )

図版 6



ー 2
 

5 - a 

0 0 

◎ ’ 

Al
 

出土遺物
1 かわらけ （第8 図 1 )
2 かわらけ （第13図 1 )
3 かわらけ （第13図 2 )
4 赤焼き土器 柱状高台皿 （第16図 l )
5 a 青磁 • 白磁 表 （第8 図 7 · 8 )

b青磁 • 白磁 裏 （第8 図 7 · 8 )

上
下
上
下

左
中
右
左
左
右
右

6

7

 

3
 

4
 

• •  

● □ 

5 - b  

6
 

7
 

丸瓦 刻印 「占」 （第8 図 9 )
丸瓦 刻印 「占」 （第16図 7 )
平瓦 刻印 「丸」 （第16図 8 )
古銭 「天措通宝」 （第13図 6 )
古銭 「聖宋元宝」 （第13図 8 )
古銭 「皇宋通宝」 （第13図 7 )
古銭 （第13図 9 )

8
 

，
 

8 鉄製紡錘車 （第16図 6 )
9 左 鉄釘 （第13図 3 )

右 鉄釘 （第8図10)

図版 7



報 告 書 抄 録

ふ り が な に し ざわいせき

害 名 西沢遺跡

副 害 名 第4 次調査報告曹

シ リ ー ズ 名 多賀城市文化財調査報告害

シ リ ー ズ 番 号 第51集

編 著 者 名 石本 敬 • 鈴木孝行 • 堀口和代

編 集 機 関 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 在 地 〒985-0873 宮城県多賀城市中央二丁目27- 1

発 行 年 月 日 西暦1998年 3 月 25日

所
ふ 収り

遺
が

跡な 所
ふ り在が地な

コ
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 ● "' ● "' rri 
に西しざ沢わ遺い ＊跡患

か多
川
たわ賀あ

字
がざじ

伊
城いょ う

保
市
ぼ
し い市

い石
ら
し 18 017 38度 140度 19970714 400m' 個人住宅

（第4 次） 18分 59分 ～ 建設
地内 11秒 49秒 19970912 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西沢遺跡 集落 平安 掘立柱建物跡 土師器、 須恵
（第4 次） 溝跡 器、 赤焼き土

器、灰釉陶器、

緑釉陶器、 瓦
中世 掘立柱建物跡 青磁、 白磁、

溝跡 中世陶器、 か
土壊 わ ら け、古銭、

鉄釘



多賀城市文化財調査報告書第51集

西 沢 遺 跡

一第4 次調査報告書一

平成10年 3 月25日 発行

編集 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

多 賀 城市 中 央 二 丁 目 27番 1 号

電話 (022) 3 6 8 - 0 1 3 4 

発行 多 賀 城 市 教 育 委 員 会

多 賀 城 市 中 央 二 丁 目 1 番 1 号

電話 (022) 3 6 8 - 1 1 4 1 

印刷 今 野 印 刷 株 式 会 社

仙台市若林区六丁の目西町 4 - 5

電話 (022) 2 8 8 - 6 1 2 3 


	表紙
	序文
	目次
	例言
	調査要項
	Ⅰ　遺跡の立地と歴史的環境
	Ⅱ　調査に至る経緯
	Ⅲ　調査方法と経過
	Ⅳ　調査成果
	Ⅴ　まとめ
	写真図版
	奥付



